
アユのすめる川づくり
～日野川活性化協議会の取り組み～

■ R４年８月豪雨後のアユの生息環境の改善対策について

日野川活性化協議会 事務局（技術担当）
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写真：稚鮎放流会 令和7年1月31日 高時川濁水問題検討会議 於：長浜市役所高月分庁舎



日野川活性化協議会について
■目的

日野川流域の治水対策を維持しつつ河川環境を
維持し、諸課題の解決をもって日野川流域の活性化
を図る。

■事務局

日野川漁業協同組合

■検討課題

・釣り客減少のための対策

・中間育成施設を中心とした組合事業の活性化

・組合事業活性化のための運営体制の強化
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日野川活性化協議会について

■会長 国立福井工業高等専門学校環境都市工学科

奥村充 委嘱准教授（工学修士）

■沿革

・令和4年5月 第1回準備会

・令和4年6月 第2回準備会

・令和4年8月 4日 豪雨災害発生

・令和4年8月18日 第1回活性化協議会開催

関係機関、漁協からの取り組み報告

現地見学会、環境セミナー開催

・令和7年2月 第14回活性化協議会開催（予定）



日野川活性化協議会について

■構成員（R6年開催時36名出席）

・日野川漁業協同組合

（理事・監視員・日野川サポータ・事務局員）

・県土木、県農林水産関係機関（含む出先機関・ダム）

・流域の市・町の土木・農林・観光関連機関

・土地改良（用水）関連機関

・学識経験者（会長：福井高専環境都市工学科准教授）

・建設コンサルタント

・電子遊漁証管理会社



日野川活性化協議会について

協議会開催状況



日野川活性化協議会について

現地見学会

環境セミナー開催
講師：山中裕樹 龍谷大学教授
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令和4年8月豪雨災害

毎日新聞より



令和4年8月豪雨災害

北陸自動車道

北陸本線

毎日新聞より

毎日新聞より



令和4年8月豪雨災害

福井新聞より

中日新聞より

南越前町 今庄地区

南越前町 今庄地区



中日新聞より

令和4年8月豪雨災害

県道橋 落橋

頭首工 破堤



令和4年8月豪雨災害

国土交通省
報道発表資料
R5/1/31

水管理・国土保全局
防災課

流域治水型災害復旧（全国初の採択）
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令和4年8月豪雨災害 流域治水型災害復旧（全国初の採択）



令和4年8月豪雨災害
福井県丹南土木事務所発注分

災害復旧工事の他、多くの浚渫
工事も行われた。

南越前町、越前市も多くの災害
が発生した。

多くの河川・砂防施設が被害を
受けた。また道路関連施設も大
きな被害をうけた。
被害は特に日野川左岸（西側）
に集中している。

復旧工事は、現在ほとんど終了
している。

令和４年８月災害

日野川流域における復旧工事
河川名 工種 採択箇所数 復旧延長(m)

 一級河川 奥野々川 河川 3箇所 205.1
 一級河川 日野川 河川 3箇所 150.7

 一級河川 阿久和川 河川 １箇所 7.5

一級河川 鹿蒜川   ※ 河川 ７箇所 3,858.6
普通河川 大塩谷川 砂防 ２箇所 139.9
普通河川 温谷川 砂防 １箇所 6.4
普通河川 二ツ屋川 砂防 ４箇所 249.4
普通河川 湯尾谷川 砂防 ４箇所 500.8
普通河川 広谷川 砂防 １箇所 102.9
普通河川 荒井谷川 砂防 １箇所 22.5
普通河川 孫谷川 砂防 １３箇所 942.8
普通河川 宇津尾谷川 砂防 １箇所 20.8
普通河川 鹿蒜川 砂防 ７箇所 606.7
普通河川 美土呂川 砂防 １箇所 42.0
※鹿蒜川の河川災害うち輪中堤を含む１箇所については、
 複数の復旧箇所をまとめて査定決定を受けている

資料提供 福井県丹南土木事務所



令和4年8月豪雨災害 災害復旧

透視度調査（日野川漁業協同組合）



令和4年8月豪雨災害 災害復旧

沈砂池設置による濁水発生抑制



令和4年8月豪雨災害 災害復旧

玉石・巨石のストック （今後のアユの漁場再生で適正配置）



アユ漁場復活調査事業

・県に支援要望



アユ漁場復活調査事業

・県内水面総合センター
による調査開始（R5）

① 土砂堆積状況調査

② 餌料環境調査

③ ハミ跡調査

④ 釣獲試験



アユ漁場復活調査事業 ・調査
福井県内水面総合センター

・調査年度
令和5年度、令和6年度

・協力
日野川漁協 （調査地点の選
定・釣獲試験）
資料提供：福井県内水面総合センター



アユ漁場復活調査事業

①土砂堆積状況調査 アユの生息環境（河床の状態）の調査

浮石 ＋ 巨礫 ＝ 評価

（4点 満点）

資料提供：福井県内水面総合センター



アユ漁場復活調査事業

①土砂堆積状況調査

浮石 ＋ 巨礫 ＝ 評価
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R5 R6

● 漁場環境評価向上
▼ 漁場環境評価低下

中流域を中心に改善傾向にある。

上流

下流

資料提供：福井県内水面総合センター

アユの生息環境（河床の状態）の調査



アユ漁場復活調査事業

②餌料（じりょう）環境調査

アユの餌（エサ：付着藻類）の調査

珪藻類・藍藻類・緑藻類のうち
藍藻類がアユに最適

① ＋ ② ＋ ③ ＝ 評価 （5点 満点）

河床付着物に含まれる有機物
の割合

付着藻類の量

資料提供：福井県内水面総合センター



アユ漁場復活調査事業

②餌料（じりょう）環境調査

アユの餌（エサ：付着藻類）の調査

① ＋ ② ＋ ③ ＝ 評価

（5点 満点）

3点以上が2/3を占め、概ね
餌料環境は保たれている。

上流

下流

●
●

○
▼

▼
▽
▽
▽ 点数低下の要因はクロロフィ

ルα量の減少。

資料提供：福井県内水面総合センター

クロロフィルα量の減少幅
は、藻類の日常的な剥離・再
生産による変動の範囲内と考
えられる。



アユ漁場復活調査事業 ③ハミ跡調査

アユの生息の痕跡（ハミ跡）調査

40％以上で 「まずまず釣れる」

資料提供：福井県内水面総合センター

R5 R6

上流 上流下流 下流

一部でハミ跡が多く見られるようになっ
たが、概ね例年並み。40％以上の箇
所は少ない。



アユ漁場復活調査事業 ④釣獲試験

アユの釣れ具合（CPUE）調査

B(2～3尾)で平年並み（日野川）

資料提供：福井県内水面総合センター

（釣り人1人が1時間に釣った数）
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・7月は例年並み。
・8月は不漁だった。不漁の原因特定に
は至っていない。
（高水温や少流量などが影響。）

上流

下流



釣獲・釣り人の状況

R6年

▼
▼

資料提供：日野川漁業協同組合



資料提供：日野川漁業協同組合

R6

▼▼

釣獲・釣り人の状況

▼▼ ○



R6

釣獲・釣り人の状況

●●
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資料提供：日野川漁業協同組合



アユ漁場復活調査事業

・考察
漁場環境（河床礫・餌料）においては、回復の兆しが見え
る。
その結果としての釣獲は、未だ兆しがあるとは言えない。

釣獲不漁の原因として天候、日野川固有の河川形態（淵
が少ない）が考えられる。



・濁水問題
大雨により荒廃した山地部から河川内の石に覆った泥土等によ
る濁りは、一定時間の中で収束していくものと考えられる。

・漁場環境の整備
アユ不漁の原因として考えられる、日野川固有の河川形態（淵
が少ない）の対策が必要と考えられる。

今後の課題（漁場環境の整備）



大出水前：2021年10月
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大出水後：2022年12月

○みお筋が直線的。河床の起伏が小さい穏やかな瀬が多かった

○みお筋蛇行が再生(1947年に近い蛇行)。縦断勾配の変化に富んだ早瀬が形成。深い淵はできず

：みお筋主流(実線)
：みお筋副流(破線)

R4年8月豪雨出水でみお筋が豊漁の時代の形状に戻った。

資料提供：福井県丹南土木事務

今後の課題
（漁場環境の整備）



・集中豪雨の降雨量・頻度とも多くなっている。
（2000年以降から上位10位が更新されている）
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気象庁 今庄測候所



・ダムや堰、河川改修の影響
治水事業のために、長年にわたり多くの河川工作物を建設し

てきた。

そのことにより、土砂の移動は抑制され、河床の攪乱は減少し、
河川形態の単調化、河床材料のアーマー化が起こった。また遡
上障害物も増加した。（漁場環境の悪化）

アユは攪乱に依存した生物である。漁場環境の悪化に伴い次
第に不漁が目立つようになった。

今後の課題（漁場環境の整備）



・攪乱の増加の期待
近年、集中豪雨が頻繁に発生し、これに伴い河川の攪乱も再

び増加しつつある。攪乱と災害は表裏一体であるが、攪乱の増加
を漁場再生（豊漁）に結びつけられないか。

・漁場環境整備
上記と併せて魚道の整備による天然遡上魚の増加を目指す。

また淵の再生等で、より多くのアユの定着、釣獲増加を目指す。
・釣り場活況の復活
かつての全国屈指のアユの釣り場であった日野川の活況を復

活させる。

今後の課題（漁場環境の整備）



ご清聴ありがとうございました。

高時川の早期再生・復活と、今後の皆様の
ご活躍をお祈りしています。


